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In this study, the ASR deterioration of concrete structures of Hokuriku expressway, 
using the core taken from the structures, corresponding to various test results including 
residual expansion test of core and river systems use aggregates revealed the process of 
deterioration due to ASR of each structure. And the method of repairing a concrete 
structure deteriorated by ASR, the suitability of repair method and the repair material 
according to the degree of progress of ASR obtained from the results of the residual 
expansion test for each repair method on the basis of the past repair case was evaluated. 
Furthermore, by examining the fracture cases of steel bar caused by ASR in detail, the 
cause that led to the fracture are revealed from the stress occurred in the steel bars, the 
quality of the steel bars and the observation of the fracture surface. 
Also, the concrete used for paving, reasonable temperature stress calculation method 
has been proposed a temperature stress occurred in the continuous reinforced concrete 
pavement from the measured value of the strain in the test pavement. 
 
１. 研究の背景および目的 








らの対策が効果を発揮して，ASR 抑制対策の確立以後，新設構造物での ASR の発生は確実




 本研究では，北陸自動車道のコンクリート構造物の ASR 劣化過程について，反応性骨材
の岩石・鉱物学的特徴とその分布をもとにした耐久性診断，ASR によって鉄筋破断した RC
構造物のコンクリートおよび鉄筋の詳細調査から鉄筋破断に至った経緯の検証，さらに，


















２. 高速道路における ASR の調査診断 
 構造物の維持管理では，その性能を許容範囲内に保持するために，どのタイミングでど
のような補修や補強を実施するかを判断する必要がある．そこで本研究では，ASR 劣化構





試験の結果との関連性について検討した．さらに，コアの ASR ゲルの化学組成を EPMA
で調べて，コアの NaOH 溶液浸漬法および実構造物のモニアリングの結果と合わせて，構
造物の ASR の進行過程について評価した。 






























































(2) 鉄筋破断が確認された箇所では，コンクリート表面に幅 1mm 程度の ASR によるひび割
れが水平方向に発生していた． 
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(8) 鉄筋の曲げ半径を測定した結果，曲率（R/D）は 1.1 であり，設計の 2.0 を満足していな
かった．また，曲げ加工部には節に沿ったひび割れと圧延方向にひび割れが発生してい
た． 




よる過大な ASR 膨張の発生が複合したことによるものと考えられた． 
 





NaOH 溶液浸漬法（温度 80℃，１N・NaOH 溶液浸漬）を採用した経緯があった．同一の
構造物に NaOH 溶液浸漬法を定期的に実施することによって ASR 挙動，すなわち収束や
継続の方向性を判断できる可能性が確認されている． 




































3) 収束予想年数が 7 年と予測された場合，連続繊維シートは比較的良好な状態を継続し
ていた． 
(2)ケイ酸塩系の表面含浸材の適合性について 
1) 収束予想年数が 5 年以下と予測された場合でも本調査で追跡した表面含浸材は，主剤
（Na2SiO3）のアルカリ濃度が高く，そのアルカリがコンクリート内部へ拡散・浸透す
ることにより，ASR を促進する可能性があった． 
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ない. このようなことから, CRCPの温度応力についての検討が急務であり, 温度応力算
定法の開発が本研究の目的である. 
本研究においては, 高速道路に施工された CRCP 区間の一部に計測装置を埋め込んだ試
験区間を設け, コンクリート版内のひずみと温度を連続して測定した. これらのひずみを
平均, そりおよび非線型成分に分離し,おのおのの成分について温度との関係を調べて温
度応力の検討を行った. 特にそり成分については, FEM モデルによる解析を行い, このモ
デルが温度応力の算定においても有用であるかどうかについても検討した. さらに, これ




        （5.1） 
t  ：温度応力 
A ：内部応力による低減係数（実測値との関係から A=0.75 を提案） 
curling  ：FEM によって計算される横ひび割れ縁部のそり応力 
 ：コンクリートのポアソン比 
E  ：コンクリートの弾性係数 
 ：コンクリートの線膨張係数 
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T  ：コンクリート版の温度 
 
この算定式はFEMによるそり解析を基本とし, CRCPに特徴的な長手方向の拘束を加味
した. さらに, 内部応力の効果を 0.75 という低減係数によって考慮している. 提案された
温度応力式は, コンクリート舗装のそれと同様の値を与えるが, FEM を基本としているこ
とから汎用性が高く, あらゆる構造条件に適用が可能である. 

